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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 24日 (2007.7.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】   半 導 体 チ ッ プ の 端 子 側 に 配 設 さ れ た 絶 縁 層 上 に 配 線 を 形 成 し た 半 導 体
装 置 で 、 前 記 配 線 と 前 記 端 子 と は 、 前 記 絶 縁 層 の 前 記 端 子 の 領 域 を 貫 通 す る 第 １ の ビ ア 部
を 介 し て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 且 つ 、 前 記 配 線 は 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ を 貫 通 す る 第
２ の ビ ア 部 に 接 続 し 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 前 記 端 子 側 と は 反 対 側 の 前 記 第 ２ の ビ ア 部 領 域
に バ ン プ を 外 部 端 子 と し て 形 成 し て い る Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 を 作 製 す る 、 半 導 体 装
置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、 ウ エ ハ プ ロ セ ス を 完 了 後 、 ウ エ ハ レ ベ ル で 、 順 に 、 （ ａ ） ウ エ ハ
基 板 の 端 子 側 の 第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 に 、 ウ エ ハ 基 板 を 貫 通 さ せ な い 穴 を 形 成 す る 穴 部
形 成 工 程 と 、 （ ｂ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 部 を 第 １ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 と し て 開 口 し 、 且 つ 、
第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 で あ る 穴 部 の 表 面 部 を 含 め て 、 ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 に 絶 縁 層 を 形
成 す る 絶 縁 層 形 成 工 程 と 、 （ ｃ ） 絶 縁 層 上 に 、 給 電 層 を 形 成 す る 給 電 層 形 成 工 程 と 、 （ ｄ
） 給 電 層 上 に 、 配 線 、 第 １ の ビ ア 部 、 第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 に 合 せ た 開 口 を 有 す る 耐 め
っ き 性 の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る レ ジ ス ト 層 形 成 工 程 と 、 （ ｅ ） レ ジ ス ト 層 の 開 口 部 か ら 露
出 し た 給 電 層 上 に 、 電 解 め っ き を 施 し て 、 配 線 、 第 １ の ビ ア 部 、 第 ２ の ビ ア 部 を 形 成 す る
、 電 解 め っ き 工 程 と 、 （ ｆ ） レ ジ ス ト 層 を 剥 離 後 、 露 出 し た 給 電 層 を 、 配 線 、 第 １ の ビ ア
部 、 第 ２ の ビ ア 部 の 機 能 を 損 な わ な い よ う に エ ッ チ ン グ 除 去 す る ソ フ ト エ ッ チ ン グ 工 程 と
、 （ ｇ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 と は 反 対 磨 し て 、 穴 部 を 貫 通 さ せ 、 第 ２ の ビ ア 部 を 形
成 す る 、 研 磨 工 程 と 、 （ ｈ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 と は 反 対 側 の 、 第 ２ の ビ ア 部 に バ ン プ を
形 成 す る バ ン プ 形 成 工 程 と を 、 行 な う こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】   請 求 項 １ に 記 載 の バ ン プ 形 成 工 程 後
、 個 別 の 半 導 体 装 置 に 切 り 出 す 切 断 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】   請 求 項 、 絶 縁 層 形 成
工 程 が 、 感 光 性 ポ リ イ ミ ド を 用 い て 、 フ ォ ト リ ソ 法 に て 行 な う も の で あ る こ と を 特 徴 と す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】   請 求 項 １ な い し ３

バ ン プ 形 成 工 程 は 、 ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 と は 反 対 側 に 、 バ ン プ 形 成 領 域 を 開 口 し て 、
ウ エ ハ 基 板 を 覆 う 保 護 層 を 形 成 し た 後 に 、 バ ン プ の 形 成 を 行 な う も の で あ る こ と を 特 徴 と

側 を 研

半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、

１ ま た は ２ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て

の い ず れ か １ 項 記 載 の 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ
て 、



す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】   請 求 項 ４ に 記 載 の 保 護 層 の 形 成 を 感
光 性 ポ リ イ ミ ド を 用 い て 、 フ ォ ト リ ソ 法 に て 行 な う こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方
法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】   半 導 体 チ ッ プ の 端 子 側 に 配 設 さ れ た 絶 縁 層 上 に 配 線 を 形 成 し た 半 導 体
装 置 で 、 前 記 配 線 と 前 記 端 子 と は 、 前 記 絶 縁 層 の 前 記 端 子 領 域 を 貫 通 す る 第 １ の ビ ア 部 を
介 し て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 且 つ 、 前 記 配 線 は 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ を 貫 通 す る 第 ２
の ビ ア 部 に 接 続 し 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 前 記 端 子 側 と は 反 対 側 の 第 ２ の ビ ア 部 に バ ン プ を
外 部 端 子 と し て 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】   請 求 項 ６ に 、 絶 縁 層 が ポ リ イ ミ ド で あ る こ
と を 特 徴 と す る Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】   請 求 項 ６ ま た は ７ 、 絶 縁 層 の 厚 さ が ２ ５ μ
ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】   請 求 項 ６ な い し ８ を 、 ２ つ 以 上 、 そ
れ ぞ れ の バ ン プ を １ 方 向 に そ ろ え た 状 態 で 積 み 重 ね 、 隣 接 す る 半 導 体 装 置 を バ ン プ と 配 線
と で 電 気 的 に 接 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】   請 求 項 ９ に 、 積 み 重 ね ら れ た 半 導
体 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 、 メ モ リ 機 能 部 、 ロ ジ ッ ク 機 能 部 、 Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ の 受 動 素 子 部 と し て 、
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 端 子 側 に 配 設 さ れ た 絶 縁 層 上 に 配 線
を 形 成 し た 半 導 体 装 置 で 、 前 記 配 線 と 前 記 端 子 と は 、 前 記 絶 縁 層 の 前 記 端 子 の 領 域 を 貫 通
す る 第 １ の ビ ア 部 を 介 し て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 且 つ 、 前 記 配 線 は 、 前 記 半 導 体 チ
ッ プ を 貫 通 す る 第 ２ の ビ ア 部 に 接 続 し 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 前 記 端 子 側 と は 反 対 側 の 前 記
第 ２ の ビ ア 部 領 域 に バ ン プ を 外 部 端 子 と し て 形 成 し て い る Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 を 作
製 す る 、 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、 ウ エ ハ プ ロ セ ス を 完 了 後 、 ウ エ ハ レ ベ ル で 、 順
に 、 （ ａ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 の 第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 に 、 ウ エ ハ 基 板 を 貫 通 さ せ な い
穴 を 形 成 す る 穴 部 形 成 工 程 と 、 （ ｂ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 部 を 第 １ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 と し
て 開 口 し 、 且 つ 、 第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 で あ る 穴 部 の 表 面 部 を 含 め て 、 ウ エ ハ 基 板 の 端
子 側 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 絶 縁 層 形 成 工 程 と 、 （ ｃ ） 絶 縁 層 上 に 、 給 電 層 を 形 成 す る 給 電 層
形 成 工 程 と 、 （ ｄ ） 給 電 層 上 に 、 配 線 、 第 １ の ビ ア 部 、 第 ２ の ビ ア 部 の 形 成 領 域 に 合 せ た
開 口 を 有 す る 耐 め っ き 性 の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る レ ジ ス ト 層 形 成 工 程 と 、 （ ｅ ） レ ジ ス ト
層 の 開 口 部 か ら 露 出 し た 給 電 層 上 に 、 電 解 め っ き を 施 し て 、 配 線 、 第 １ の ビ ア 部 、 第 ２ の
ビ ア 部 を 形 成 す る 、 電 解 め っ き 工 程 と 、 （ ｆ ） レ ジ ス ト 層 を 剥 離 後 、 露 出 し た 給 電 層 を 、
配 線 、 第 １ の ビ ア 部 、 第 ２ の ビ ア 部 の 機 能 を 損 な わ な い よ う に エ ッ チ ン グ 除 去 す る ソ フ ト
エ ッ チ ン グ 工 程 と 、 （ ｇ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 と は 反 対 磨 し て 、 穴 部 を 貫 通 さ せ 、
第 ２ の ビ ア 部 を 形 成 す る 、 研 磨 工 程 と 、 （ ｈ ） ウ エ ハ 基 板 の 端 子 側 と は 反 対 側 の 、 第 ２ の
ビ ア 部 に バ ン プ を 形 成 す る バ ン プ 形 成 工 程 と を 、 行 な う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 上 記 バ ン プ 形 成 工 程 後 、 個 別 の 半 導 体 装 置 に
切 り 出 す 切 断 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 そ し て ま た 、 上 記 い ず れ か 、 絶 縁 層 形 成 工 程 が 、 感 光
性 ポ リ イ ミ ド を 用 い て 、 フ ォ ト リ ソ 法 に て 行 な う も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
　 ま た 、 上 記 バ ン プ 形 成 工 程 は 、 ウ エ ハ 基 板
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半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、

記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て

記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て

の い ず れ か １ 項 記 載 の 半 導 体 装 置

記 載 の 半 導 体 モ ジ ュ ー ル で あ っ て
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半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、

の 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て

い ず れ か の 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、



の 端 子 側 と は 反 対 側 に 、 バ ン プ 形 成 領 域 を 開 口 し て 、 ウ エ ハ 基 板 を 覆 う 保 護 層 を 形 成 し た
後 に 、 バ ン プ の 形 成 を 行 な う も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ 保 護 層 の 形 成 を 感
光 性 ポ リ イ ミ ド を 用 い て 、 フ ォ ト リ ソ 法 に て 行 な う こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 尚 、 こ こ で 言 う 半 導 体 チ ッ プ と は 、 ウ エ ハ プ ロ セ ス を 完 了 し た 半 導 体 ウ エ ハ 基 板 に 面 付
け 配 置 さ れ た 、 単 位 の 回 路 領 域 、 及 び こ れ を 切 断 し て 前 記 単 位 の 回 路 領 域 毎 に 分 離 し た も
の も 含 む 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の Ｃ Ｓ Ｐ タ イ プ の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 端 子 側 に 配 設 さ れ た 絶 縁 層 上 に
配 線 を 形 成 し た 半 導 体 装 置 で 、 前 記 配 線 と 前 記 端 子 と は 、 前 記 絶 縁 層 を 貫
通 す る 第 １ の ビ ア 部 を 介 し て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 且 つ 、 前 記 配 線 は 、 前 記 半 導 体
チ ッ プ を 貫 通 す る 第 ２ の ビ ア 部 に 接 続 し 、 半 導 体 チ ッ プ の 前 記 端 子 側 と は 反 対 側 の 第
２ の ビ ア 部 に バ ン プ を 外 部 端 子 と し て 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 上 記 の 、 絶 縁 層 が ポ リ イ ミ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
　 そ し て ま た 、 上 記 い ず れ か 、 絶 縁 層 の 厚 さ が ２ ５ μ ｍ 以 上 で あ る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 尚 、 場 合 に よ っ て は 、 絶 縁 層 上 に 形 成 さ れ た 配 線 を 覆 う よ う に 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト 層 、
ポ リ イ ミ ド 層 等 か ら な る 保 護 層 を 設 け て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 モ ジ ュ ー ル は 、 上 記 本 発 明 導 体 装 置 を 、 ２ つ 以 上 、 そ れ ぞ れ の バ ン
プ を １ 方 向 に そ ろ え た 状 態 で 、 積 み 重 ね 、 隣 接 す る 半 導 体 装 置 同 志 を バ ン プ と 配 線 と で 接
合 し て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 そ し て 、 上 記 、 積 み 重 ね ら れ た 半 導 体 装 置 が 、 そ れ ぞ れ 、
メ モ リ 機 能 部 、 ロ ジ ッ ク 機 能 部 、 Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ の 受 動 素 子 部 と し て 、 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
　 尚 、 こ こ で は 、 半 導 体 チ ッ プ 用 基 板 を 用 い て 、 Ｌ 、 Ｃ 、 Ｒ 等 の 受 動 素 子 部 を 形 成 し た チ
ッ プ も 半 導 体 チ ッ プ と し て 扱 う 。

(3) JP 2002-170904 A5 2007.9.6

り 、

の 前 記 端 子 領 域

前 記

半 導 体 装 置 で あ っ て

の 半 導 体 装 置 で あ っ て

の 半

の 半 導 体 モ ジ ュ ー ル で あ っ て
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